
令和６年度 全国学力・学習状況調査結果

（１）調査期日 令和６年４月１８日（木）

（２）調査内容 児童生徒に対して、教科に関する調査と質問紙調査を実施。学校に対して、質問紙調査を実施。

１ 調査の概要

２ 結果の概要（教科別平均正答率）

1

小学校第６学年 中学校第３学年

国語 算数 国語 数学 英語

R6

大分市 70 64 58 51
大分市（平均正答数） 9.8/14 10.2/16 8.7/15 8.2/16

県 69 63 58 50
県（平均正答数） 9.7/14 10.1/16 8.6/15 8.1/16

全国 67.7 63.4 58.1 52.5
全国（平均正答数） 9.5/14 10.1/16 8.7/15 8.4/16

R5

大分市 69 66 68 49 42

県 69 64 69 49 41

全国 67.2 62.5 69.8 51.0 45.6

大分市

 令和６年度 【全国平均以上（ 平均正答率）を達成した教科数】・・・ ３/４ （７５％）

 令和５年度 【全国平均以上（ 平均正答率）を達成した教科数】・・・ ２/５ （４０％）

※本市の結果のうち、黒字は全国と同等もしくは上回った教科、白字は下回った教科。
※全国の平均正答率のみ、小数第１位まで公表されている。
※県、全国いずれも数値は公立校の結果を示したもの。



2

全国学力・学習状況調査（小学校 国語） 大分市

＜内容別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞

内容 大分市 県 全国
言葉の特徴や使い方に関する事項 66.6 65.7 64.4
情報の扱い方に関する事項 88.0 87.6 86.9

我が国の言語文化に関する事項 77.4 76.9 74.6
話すこと・聞くこと 61.7 60.6 59.8

書くこと 69.3 70.4 68.4
読むこと 74.2 73.8 70.7

大分市 県 全国

正答率 70 69 67.7

正答数 9.8/14 9.7/14 9.5/14

【学習指導要領における領域・内容】第５・６学年 書くこと（１）ウ
【出題の趣旨】よさについて考えた内容を自分の考えが伝わるように

書き表している。
【誤答の傾向】・無解答 3.8％

・１つ目の条件を満たしていない 33.7％

【指導上の留意点】
• 話の内容が明確になるように、事実と感想、意見とを区別する

など、話の構成を考えて表現できるよう指導することが必要で
ある。

• 授業においては、目的や意図に応じて、付箋やカードに事実と
考えとを区別して書かせた後、適切なつなぎ言葉を考えるなど
書き表し方を工夫して、まとまった文章を書く活動を取り入れ
ることが考えられる。

課題が見られる問題

※本市の結果のうち、白字は全国平均を下回ったもの

大分市 県 全国

正答率 58.1 60.6 56.6
無解答率 3.8 3.3 4.9
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全国学力・学習状況調査（小学校 算数） 大分市

＜内容別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞
大分市 県 全国

正答率 64 63 63.4

正答数 10.2/16 10.1/16 10.1/16

【学習指導要領における領域・内容】第５学年 Ｃ(２)異種の二つの量の割合
【出題の趣旨】道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、

その理由を言葉や数を用いて記述できる。
【誤答の傾向】・「道のり」と「時間」に着目した説明ができていない 11.1％

・道のりが等しい時の速さを時間の短さに着目して比べることに課題
がある。

大分市 県 全国

正答率 27.3 26.8 31.0

無解答率 2.3 1.6 2.4

【指導上の留意点】

• 速さの指導に当たっては、速さは一つの量だけでは表すことができ
ない事象であり、「道のり」と「時間」という異種の二つの量の割
合として捉えることが必要である。

• 授業においては、「道のり」か「時間」のどちらかが等しい場合の
速さ比べを行い、「道のりが等しい時、時間が短いほうが速い」等
の説明ができるよう、一方の量が等しい時、もう一方の量がどうな
れば速いと言えるのか、言葉、図などを用いて表現させることが大
切である。

課題が見られる問題

※本市の結果のうち、白字は全国平均を下回ったもの

領域 大分市 県 全国
数と計算 66.6 66.0 66.0
図形 67.6 66.8 66.3

変化と関係 48.6 48.3 51.7
データの活用 62.8 61.9 61.8
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全国学力・学習状況調査（中学校 国語） 大分市

＜内容別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞

内容 大分市 県 全国
言葉の特徴や使い方に関する事項 60.7 58.8 59.2
情報の扱い方に関する事項 58.1 57.8 59.6

我が国の言語文化に関する事項 81.3 80.3 75.6
話すこと・聞くこと 57.6 58.3 58.8

書くこと 63.9 63.4 65.3
読むこと 48.1 47.5 47.9

大分市 県 全国

正答率 58 58 58.1

正答数 8.7/15 8.6/15 8.7/15

【学習指導要領における領域・内容】第１学年 書くこと（１）ウ
【出題の趣旨】表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝

わる文章になるように工夫している。
【誤答の傾向】・無解答 19.2％

・条件イを満たしていない 23.9％

大分市 県 全国

正答率 48.7 48.3 49.3

無解答率 19.2 17.8 15.0

【指導上の留意点】
• 表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章

になるように工夫することができるよう指導することが必要
である。

• 授業においては、伝えたいことを明確にした上で、クラゲ
チャート等の思考ツールを用いて、表現の工夫とその効果に
ついて考える学習活動を取り入れることが考えられる。

課題が見られる問題

※本市の結果のうち、白字は全国平均を下回ったもの
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全国学力・学習状況調査（中学校 数学） 大分市

＜領域別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞

領域 大分市 県 全国
数と式 50.7 49.4 51.1
図形 37.4 36.5 40.3
関数 60.1 59.5 60.7

データの活用 53.4 52.8 55.5

大分市 県 全国

正答率 51 50 52.5

正答数 8.2/16 8.1/16 8.4/16

課題が見られる問題

【学習指導要領における領域・内容】 第２学年 Ｂ（２）図形の合同
【出題の趣旨】筋道を立てて考え、証明することができる。
【誤答の傾向】

【指導上の留意点】

•無解答 36.2％
•結論ＡＱ＝ＰＢを仮定として用いている 11.9％
• ＡＣ＝ＰＣ、ＣＱ＝ＣＢまでしか示せていない 8.5％

• 第２学年の証明の指導に当たっては、証明の筋道を想定させ、
根拠をもとに用語や記号を用いて自分なりに表現することから
始め、よりよい証明に改善していくことが大切である。

• 授業においては、証明する図形を明確にした上で、仮定から導
かれる事柄を明らかにしたり、結論を導くために必要な事柄を
結論から逆向きに考えたりする。また、推論の過程に誤りのあ
る証明を読んで修正箇所を話し合わせるなど、証明を吟味する
活動を適宜取り入れることが必要である。

大分市 県 全国

正答率 21.0 19.0 25.8

無解答率 36.2 38.8 33.6

※本市の結果のうち、白字は全国平均を下回ったもの



質問紙調査結果から見える状況（１）

 「教科の勉強は好きですか」の質問について、令和５年度までほとんどの調査学年において下降傾向にあったが、令和
６年度は小学校第６学年の算数を除き、肯定的回答率が増加した。

 「教科の授業はよく分かりますか」の質問について、小中いずれも全ての調査学年において肯定的回答率が増加した。

小学校（小６） 中学校（中３）

国語

算数
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大分市

小学校（小５） 中学校（中２）

数学

国語

R6 大分市 県 全国

国語 65.2 68.1 62.0

算数 61.1 62.2 61.0

R6 大分市 県

国語 48.4 49.9

算数 56.1 55.2

R6 大分市 県

国語 52.6 53.3

数学 51.9 49.2

R6 大分市 県 全国

国語 67.4 70.2 64.3

数学 57.6 57.4 57.2

※大分県学力定着状況調査及び全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

※全国の数値はない ※全国の数値はない

（１）-1  教科の勉強は好きですか （肯定的回答率）
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R6 大分市 県 全国

国語 87.4 88.6 86.3

算数 83.0 83.3 82.1

R6 大分市 県

国語 87.3 86.8

算数 82.2 81.5

R6 大分市 県

国語 82.9 83.4

数学 72.3 69.0

R6 大分市 県 全国

国語 82.9 84.6 82.7

数学 74.3 72.6 75.7※全国の数値はない ※全国の数値はない



質問紙調査結果から見える状況（２）

（２）自分には、よいところがあると思いますか

 「自分には、よいところがあると思いますか」の質問に対し、肯定的回答率は、小学校８５．９％、中学校８６．０％であり、小中学
校いずれも全国平均を上回っている。

 クロス集計の結果では、自分にはよいところがあると思う割合が高いほど、各教科において平均正答率が高い傾向が見られる。

選択肢

１ ２ ３ ４

その他（無回答等）
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまる

あまり
当てはまらない

全く
当てはまらない

小学校 43.4 42.5 9.4 4.7 0.0

中学校 42.9 43.1 10.1 3.7 0.1

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

■児童生徒質問〔自分にはよいところがある〕の回答状況と教科の正答率のクロス集計

大分市

72.6 69.5 65.3 62.1 小学校国語

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない

66.7 62.9 58.2 54.9 
小学校算数

60.4 58.0 55.6 49.6 
中学校国語

54.0 50.9 47.6 41.9 
中学校数学

大分市 県 全国

小学校 85.9 85.1 84.1

中学校 86.0 83.9 83.3

■肯定的回答率
※選択肢１と２の合計
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質問紙調査結果から見える状況（３）

（３）先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

 「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」の質問に対し、肯定的回答率は、小学校９０．７％、中学校９１．９％で、
小中学校いずれも全国平均を上回っている。

 先生からよいところを認められていると感じている割合が高いほど、各教科において平均正答率が高い傾向が見られる。

 設問（２）（３）について比較すると、「自分にはよいところがあると思う」と「先生がよいところを認めてくれている」の肯定的回答率の差
は、昨年度より小さくなり、小中いずれも５ポイント前後となっている。

選択肢

１ ２ ３ ４

その他（無回答等）
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまる

あまり
当てはまらない

全く
当てはまらない

小学校 50.4 40.3 7.0 2.3 0.0

中学校 47.9 44.0 5.9 1.9 0.2

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

■児童生徒質問〔先生はよいところを認めてくれている〕の回答状況と教科の正答率のクロス集計

大分市

60.3 57.5 53.1 55.0 中学校国語

53.3 50.7 45.6 48.1 中学校数学

72.3 69.0 64.1 60.5 小学校国語

65.7 62.7 58.7 56.0 
小学校算数

大分市 県 全国

小学校 90.7 90.6 89.9

中学校 91.９ 92.1 90.4

■肯定的回答率
※選択肢１と２の合計
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質問紙調査結果から見える状況（４）

（４）普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、
携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか

 １日当たりのゲームの時間を「３時間以上」と回答した児童は２９．３％、生徒は２２．３％であり、小学校では３.４人に１人、中学校では
４.５人に１人が家庭で過ごす時間の多くをゲームに費やしている。

 平日１日当たりのゲームの時間が長いほど、各教科において平均正答率が低い傾向が見られる。

選択肢

１ ２ ３ ４ ５ ６
その他

（無回答等）４時間以上
３時間以上、

４時間より少ない
２時間以上、

３時間より少ない
１時間以上、

２時間より少ない
１時間より
少ない

全くしない

小学校 16.7 12.6 20.2 27.1 16.6 6.8 0.0

中学校 10.9 11.4 21.4 22.2 19.1 14.3 0.7

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

■児童生徒質問〔1日当たりのゲームの時間〕の回答状況と教科の正答率のクロス集計

大分市

46.3 49.5 56.0 60.3 64.3 67.2 
中学校国語

1.４時間以上 2.３時間以上、４時間より少ない 3.２時間以上、３時間より少ない

4.１時間以上、２時間より少ない 5.１時間より少ない 6.全くしない

36.2 41.1 48.3 55.0 58.8 60.5 中学校数学

62.0 65.6 70.1 72.2 75.3 77.0 小学校国語

53.7 58.1 63.5 66.0 70.9 73.0 小学校算数
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質問紙調査結果から見える状況（５）

（５）普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンでSNSや動画視聴などを
しますか（携帯電話やスマートフォンを使って学習する時間やゲームをする時間は除く）

 １日当たりのＳＮＳや動画視聴の時間を「３時間以上」と回答した児童は１９．９％、生徒は２４．８％であり、小学校では５人に１人、中
学校では４人に１人が家庭で過ごす時間の多くをＳＮＳや動画視聴に費やしている。

 平日１日当たりのＳＮＳや動画視聴の時間が長いほど、各教科において平均正答率が低い傾向が見られる。
 設問（４）（５）について比較すると、小学生はゲーム、中学生はＳＮＳや動画視聴の時間が長い傾向が見られる。

 各学校では、「学習・生活のきまり」を作成したり、中学校のテスト週間に合わせた「家庭学習習慣化ウィーク」を設け、期間中は校区で
共通してノーメディア・ノーゲームを呼びかけたりするなど、家庭での過ごし方について児童生徒への指導や家庭への啓発を行ってお
り、今後も引き続き保護者と連携した取組を推進していく必要がある。

選択肢

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
その他

（無回答等）４時間以上
３時間以上、

４時間より少ない
２時間以上、

３時間より少ない
１時間以上、

２時間より少ない
３０分以上、

１時間より少ない
３０分より
少ない

携帯電話や
スマートフォンを
持っていない

小学校 11.2 8.7 12.9 18.3 14.1 13.8 21.0 0.0

中学校 12.8 12.0 24.8 26.4 11.6 6.6 4.8 0.8

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

■児童生徒質問〔1日当たりのSNSや動画視聴の時間〕の回答状況と教科の正答率のクロス集計

大分市
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63.8 67.3 68.3 72.6 70.5 72.4 71.7 
小学校国語

1.４時間以上 2.３時間以上、４時間より少ない 3.２時間以上、３時間より少ない
4.１時間以上、２時間より少ない 5.３０分以上、１時間より少ない 6.３０分より少ない
7.携帯電話やスマートフォンを持っていない

54.6 58.4 61.2 64.3 66.2 67.4 67.9 
小学校算数

50.0 53.9 57.0 61.9 62.8 64.5 62.9 

中学校国語

39.8 45.2 49.5 55.8 57.8 60.5 58.7 
中学校数学



質問紙調査結果から見える状況（６）

（６）前年度までに、近隣等の中学校と、教科の教育課程の接続や、教科に関する共通の目標設定等、教育課程に関
する共通の取組をどの程度行いましたか

 校種間連携に関する質問に対して、肯定的に回答した学校の割合は小９２．９％、中９３．１％と全国平均の小６４％、中６９％を大きく上回っ
ており、小中一貫教育の取組が充実していることが分かる。今後も、児童生徒の心身の発達の変化や生徒指導上の諸問題、学力形成上の
特質の違い等による小中の段差の軽減を図り、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」をバランスよく育成し、生きる力を育む上から、義務
教育９年間を見通した系統的・連続性のある教育の推進を図る必要がある。

 地域とともにある学校づくりに関する質問に対して、肯定的に回答した学校の割合は、小９１．１％、中８９．６％といずれも全国平均を上回っ
ている。今後も、教育課程の趣旨や目指す子ども像について、保護者懇談会や学校運営協議会等において、家庭や地域と共有し、学校や地
域の実情を踏まえた特色ある教育課程となるよう見直し・改善するなど、共に児童生徒の豊かな学びと育ちを創造していくことが必要である。

※全国学力・学習状況調査 学校質問調査による

大分市
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■小学校 ■中学校

大分市

県

全国

（７）コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によって、学校と地域や保護者の相互理解は深まりまし
たか

■小学校 ■中学校

大分市

県

全国

55.4% 37.5%

30.5% 42.7%

18.8% 45.2%

62.1% 31.0%

42.7% 35.0%

24.8% 44.2%

大分市

県

全国

大分市

県

全国

42.9% 48.2%

57.3% 39.8%

36.7% 52.2%

17.2% 72.4%

42.7% 53.0%

28.6% 55.5%



質問紙調査結果から見える状況（7）

（8）前年度までに、児童一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器を、授業でどの程度活用しましたか

 授業における一人１台端末の活用について、「前年度までに、児童一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器を、授業でどの程

度活用しましたか」の質問に対して、肯定的に回答をした学校の割合は小９１．１％、中８９．６％で全国を下回っている。また、「自分の考
えをまとめ、発表・表現する場面では、児童一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか」の質問に
対して、肯定的に回答をした学校の割合は小５７．１％、中７２．４％と全国平均を上回っている。

 今後も、授業における更なるICT機器の活用を進め、個別学習やグループ別学習、学習内容の習熟の程度に応じた補充的な学習や発展
的な学習など、多様な学びの充実を図っていく必要がある。

※全国学力・学習状況調査 学校質問調査による

大分市
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■小学校 ■中学校

大分市

県

全国

（9）自分の考えをまとめ、発表・表現する場面では、児童一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程

度使用させていますか

■小学校 ■中学校

大分市

県

全国

60.7% 30.4%

71.5% 23.6%

69.0% 24.2%

72.4% 17.2%

73.5% 17.9%

67.5% 23.3%

大分市

県

全国

大分市

県

全国

19.6% 37.5%

26.0% 39.4%

19.7% 35.4%

37.9% 34.5%

41.9% 23.9%

19.4% 32.5%

26.8%

24.0%

28.5%

20.7%

24.8%

30.2%
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今後の取組について

【指導主事による校内研修等での指導】
 各学校の校内研修等における、本
市作成の「授業力向上ハンドブック」
等を活用した指導・助言

 小学校全学年を対象とした国語科の授
業視察、校内研修等における「書く力の
育成」の説明

 中学校第１学年を対象とした教科指導
マイスター及び教科担当指導主事によ
る５教科（国語・社会・数学・理科・英
語）の授業視察

【分析シートの作成、活用】
 各種学力調査の結果を踏まえ、分
析・考察を行い、指導上の留意点等
を掲載した分析シートの作成

 各学校の校内研修、各種研修会、
校長会等における、本資料の効果
的な活用についての説明

 大分市標準学力調査分析説明会に
おける調査結果を活用した効果的
な取組についての説明及び協議

【教科指導マイスターの活用】
 経験豊富で実績のある退職教職員を
「教科指導マイスター」として各中学校
及び義務教育学校に派遣し、授業観察
及び授業改善に向けた指導・助言

 夏季休業中の小学校における、校内研
修での指導・助言

※全国学力・学習状況調査に係る分析シート（算数・数学）

大分市


